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「公益信託福島銀行ふるさと自然環境基金」運営委員会は、2022年度の助成先に下記の

13団体を選出しましたのでお知らせいたします。 

当基金は、福島県における自然環境の保全を図り、自然と人間の調和のとれた社会づくり

に資することを目的として 1992 年に設立し、以来今回で 31 回目の助成となり、助成先

は 94団体、助成額は 2,182万円に達しております。 

 

１．助成先 

去る 2022 年 9 月 29 日に選考委員会を開催し、厳正なる審査の結果、2022 年度は次

の 13団体へ計 300万円を贈呈いたします。 

団体名 助成事業名 助成金額 

特定非営利活動法人 
松川浦ふれあいサポート 
理事長 菊地 三起郎 

松川浦自然教室（干潟観察会）、大森山山学校、環境学習 15万円 

猪苗代湖の自然を守る会 
代表 鬼多見 賢 

猪苗代湖の水質を再び日本一に戻す 18万円 

特定非営利活動法人 
小野自然倶楽部 
代表理事 大方 俊浩 

里山で遊ぼう、学ぼう、自然体験事業 30万円 

郡山南川ホタル愛光会 
会長 遠藤 芳和 

ホタルの飼育向上と川の環境改善及び子供たちへの SDGs教育 12万円 

日本野鳥の会南相馬 
代表・事務局長 遠藤 政弘 

南相馬市におけるセグロセキレイの分布調査 17万円 

一般社団法人 
モクティ倶楽部 
代表理事 根本 昌明 

福島県の森林を世界に通用する持続可能な森にしていく 

再造林プロジェクト 
18万円 

日本野鳥の会福島県相双支部 
支部長 白瀬 豊 

「松川浦の鳥類相（東日本大震災 12年後の記録）」の冊子作製 24万円 

西郷くらしの会 
会長 大越 則惠 

西郷くらしの会環境保全事業 36万円 

NPO法人野鳥の会ふくしま 
理事長 駒木根 和壽 

『福島市の野鳥』刊行事業 47万円 

特定非営利活動法人 
輝く猪苗代湖をつくる県民会議 
理事長 中村 玄正 

猪苗代湖における水質改善への取組と研究調査 13万円 

特定非営利活動法人 
いわき鳴き砂を守る会 
理事長 桶田 隆司 

2022いわきプラージュ（浜辺） 21万円 

花塚山の会 
会長 藤原 修一 

花塚山の「イワウチワ」保護実践活動 27万円 

特定非営利活動法人 
いいざかサポーターズクラブ 
代表理事 藤原 純 

摺上川を活かして高校生と描く未来のまちプロジェクト 22万円 

 

 

以 上 

 

2022 年度「第 31 回 公益信託福島銀行ふるさと自然環境基金」 

助成先決定のお知らせ 

 

 

 

 

報道機関のお問い合わせ先 

総合企画部 経営企画課 広報室 金成 

TEL 024-525-2973 


